
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＝ 人権
じんけん

は 一人
ひ と り

ひとりの 宝物
たからもの

 ＝ 
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★放課後子ども教室 

実施に関するご相談は

… 

福山市中部地域振興課 

℡９３２－７２６５ まで 
 

◆「放課後子ども教室」を知っていますか？ 

福山市では放課後の時間や参観日，週末など小学校や公民館を活用し，子どもの安心・安全な 

居場所を設け，さまざまな活動に取り組んでいます。ほんの一部ですが，活動の様子をご覧ください。 

 

今年度も新型コロナウイルスの影響で，感染予防対策をしながら実施してい

ただいています。  

中部管内での「放課後子ども教室」も，たくさんのボランティアの方にご協

力いただき実施することができました。ありがとうございました！ 実施に

関する相談やボランティアに興味がある方は，中部地域振興課まで問合わせ

てください。 

 

深津学区 野菜栽培 

事業の報告 

久松台学区 バレーボール教室 

野菜教室では，作物を育てる過程で，子ど

もたちの心もしっかり育っていました。 

バレーボールというスポーツを通して，チー

ムプレイの大切さを学び，心もからだも成長

しています。 



 

 

 

 

 

 

 

  

・12 月 14 日（水）～1月 24日（火） 展示「情報の世紀 -科学道 2022-」 

情報化社会において情報を活用するためには何が必要なのか，また身近にある AI 技術などをパネル

で紹介する。 

・1 月 31日（火）～3月 13日（月） 展示「ゴッホと印象派の時代」 

2023年のゴッホ生誕170年を記念して，印象派とその後に続くポスト印象派を代表する画家や作品

について，パネルで紹介する。 

※ 年末年始の休館   １２月２９日（木）～１月３日（火） 

※ 特別館内整理日の休館 １月２５日（水）～１月３０日（月） 

 

  

 

  

中国映画「花の夢」を鑑賞しての感想 

★あまりにも不遇で理不尽で，今後，こういったことのない時代を作っていく，こういった思いもさるこ

とながら，一番の感想は，栗原さんの「生きる強さ」，また，「耐え抜いてつかんだ末の幸せ」であった。 

 また，ソ連軍の侵攻からの避難や収容施設から，死ぬかもしれない覚悟の脱走，その後の中国の農家の

良き人との結婚，支え合う人がいたことも救いであった。 

 

★夫や子どもたちの理解もあり，日本へ帰国したものの，言葉や生活習慣， 

帰国者への偏見など，家族みんなでつらい日々を耐え抜いた。 

 

★子どもたちにかこまれ，幸せそうに笑っている栗原さんがとても，心に 

残った。「生きるまで生き抜く」その強い覚悟で乗り越えた先に・・・子どもから孫，ひ孫へと命がつな

がる幸せをとても強く感じた映画だった。 

 

視覚障がい等
など

の理由
り ゆ う

がある人
ひと

のために，営利
え い り

目的
もくてき

を除
のぞ

き「録音
ろくおん

」「点字
て ん じ

」「拡大
かくだい

」などを認
みと

めます。 

 お 知 ら せ 掲 示 板 

 

化 

 

社 

中央図書館 行事予定  

満州への移民政策により，「大陸の花嫁」の真意が伝えられぬまま，義勇隊員として渡り，結婚させら

れた。ソ連軍の侵攻により，命からがら避難。お腹の子を守るため，農家に助けられ再び結婚。そして，

子たちとともに，３５年を経て，帰国。 戦火の時代に翻弄され，今を生き抜く栗原さんのドキュメン

タリー映画。 

 

＝ 認め合おう みんな違って あたりまえ ＝ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ハートフルステージ２０２２（西深津学区） を開催しました 

１２月３日（土）「西深津学区人権週間記念事業2022」のプレイベントとして，『沖縄復帰５０周年～わた

したちのくらしと沖縄～』をテーマに，あじあんのお二人（岡本広士さん・土井健史さん）から第二次世界大

戦復帰前後の沖縄について，歌を交えながらお話をしていただきました。 

『第二次世界大戦後，「サンフランシスコ平和条約」を1951年 9月に調印し，1952年 4月28日の発

効により，連合国による占領は終わり，日本は主権を回復しました。しかし，沖縄・奄美大島・小笠原諸島は

アメリカの施政権下に置かれ，その間はアメリカの法律に従って，沖縄との往来はパスポートが必要でした。

日本でありながら日本でない…。そんな状況におかれたのです。 

1972年 5月 15日に，沖縄（琉球諸島・大東諸島）の施政権がアメリ 

カから日本に返還されました。日本の法令用語としては，『沖縄の復帰』と 

いいます。1972年以降，車道が右側から左側へかわるなど，日本の生活 

様式にかわっていきましたが，アメリカ軍の基地が多く残り未だ影響が強く 

残っています。 

沖縄での平和行進に参加した時，沖縄のおじぃ，おばぁから“年をとって私らが出来んことをあんたらがし

てくれている。感謝している”と言われた事もあります。こういった沖縄との出会いから，自分たちの取組み

は小さいけれど世の中が平和であるよう次の人へとつなぐ取組みをやっていきたい。』と締めくくられまし

た。歌では，沖縄の自然・基地・市場等の写真をスクリーンに映し出しながら，「涙そうそう」「イチャリバチ

ョーデー（オリジナル）」「花酒（オリジナル）」「ハナミズキ」「島唄」など，歌詞の意味も説明し歌っていた

だきました。 

 

202２年12月 1０日（土）ふくやま♡まちづくり大学 実践交流会 を開催しました 

第 1 部では，昨年度まちづくりミーティングを実施した久松台学区からは，ミーティングを実施した経緯や

その後の学区の取組についての紹介を，2019 年度『持続可能な地域コミュニティモデル事業』を実施した曙

学区からは，その後変化してきた地域活動についての紹介をしていただきました。 

①多様化する地域課題を解決することが『地域づくり』である，②『地域づくり』にはいろいろな世代が集ま

って話し合う場が必要であり，それぞれの課題を共有する。③課題解決に向けて協力する，が重要であること

を柱に，ミーティング参加者が「話し合い」を楽しみされるようになったことや，以前はできていなかった「話

し合い」を大切に進めてきたことにより，毎月の定例会で，参加者全員が各団体の活動内容や近況報告をする

ようになり，情報の共有とお互いの理解が深まっていること，若い世代や町内会未加入者にも情報を届けるた

め，HP開設に向け準備中であること等，「みんなで取組，前進していく！」ことを熱く報告いただきました。 

第 2部のグループワークでは，「まちづくり推進委員会の会議について」，「情報発信について」等の意見交流

を行いました。「会議は事業毎に実施しているが，自由な意見交換の場となっていない」「事業内容や自由な意見

交流ができている」「Zoom会議ができるようになった」「情報共有・発信についても，紙ベースだけでなく，既

に HP や公式 LINE などデジタル技術も取り入れている」「今後，町内会未加入者への対応について情報交換し

たい」など数多くの意見が出されました。次年度も内容を精査して実践交流会を実施する予定です。  

※２学区の取組事例のパワーポイント資料を各学区へ貸出を行う予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

久松台学区  

佐藤委員長 
曙学区  

清水委員長 

現在の委員会の状況は 

情報共有が重要 


